
 

 

 

 

 

 

6月 17日（土）北九州市立男女共同参画センター「ムーブ」大セ

ミナールームにて、「第 32 回北九州市教職員組合定期大会」が開

催されました。新型コロナウイルス感染症も五類指定となり、今回は

来賓として福退教北九州支部の今浪邦彦支部長、県教協の本村隆

幸議長、城井崇議員、緒方林太郎議員、小宮敬子議員が参加しまし

た。大会に参加された代議員の皆様ありがとうございました。 

  大会冒頭の執行委員長の挨拶では、「給特法」がやっと国会で論議されるようになったこと、教員不足の

現状、定年延長制度の課題、組合が勝ち取った高齢者部分休業や介護退職

者の復帰制度、組織強化･拡大に向けたとりくみの一つとし

て「全員集会」を行うこと等を訴えました。そして最後にロシ

アによるウクライナ軍事侵攻の現状、国会論議無しで閣議決

定された「敵基地攻撃能力保有」など日本国憲法が大きな

岐路に立たされていること、今こそ「教え子を再び戦場におくる

な」のスローガンのもと平和憲法を守っていくことを強く訴えました。 

 今大会で論議されたものをいくつか紹介します。 
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JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２3．７．7        北九州市教職員組合にゅうす  
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わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp    北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

第 32回 市教組定期大会、開催される！NO.1 

 

小倉南特別支援学校の篠田代議員より「フッ化物洗口」について提起があり 

ました。「今年度秋より集団フッ化物洗口が完全実施されます。これまでの組合交渉 

の中で象徴的だったのは、『健康被害は起こらない』という前提に立つ学校保健課が 

『フッ化物のデメリットを保護者に伝える必要はない』という見解を出したことです。 

これによって保護者は、『副作用』を隠されたまま『洗口申込み』の判断をしなければならなくなったので

す。即発的な健康被害はないかもしれませんが、子どもたちの健康に配慮しないまま集団で実施する怖さ

を感じています。モデル校での経験から、薬剤作成時や提供時等に思いがけず人的ミスは起こることを体

感しました。また、『誤飲した』『子どもが嫌がってできなかった』等で特に低学年では保護者連絡に時間

を取られたり、“やめたい子ども”と“させたい親”の板挟みになったりするなど、想定外の事例で担任や

関係職員の負担が増えました。フッ化物洗口については組合員の中でもそれぞれの考えがあるかもしれま

せんが、『子どもの命と人権を守るため』『私たちの働き方改革をすすめるため』反対の立場で運動を進め

ていきます」と強く訴えました。 

事務補助未配置を経験した長尾小の毛利代議員より事務補助を削減された学校の 

現状を話されました。「事務補助が担っていたその業務量の多さのため勤務時間外の 

仕事が増えたり、事務職員が 1人しかいないということでミスも増えたりし精神的 

に不安になりました。」 

「この制度は事務職員にとって全く業務改善にはなりません。」と強く訴えました。 

教組としても当該校の実態をもとに交渉を引き続き行っていきます。 

 

赤木書記長 

小川執行委員長 

小宮けいこ議員 

緒方林太郎議員と城井崇議員 


